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☆『LIGHTNING THUNDER BOLT 』 8/29 姫路 MUSH ROOM 
☆THE BLAST 『 NOW&HERE 』 7” 発売記念 tour REPORT 

☆INTERVIEW-FINAL YOUTH, STRONG CROWD, UNITED ’97， TWISTED PUNCHERS, 
VIBRATIONS, RADICAL UP, DEFECTIVE FORCE, THE CHAMPION 













TRUE SKINSJRUE PUNKS are WELCOME!! 
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CRIKEY CREW の片山氏の Produce にて 1999 年 4 月 
に発売された若手 Skinhead バンドのオムニバス CD 
『LIGHTNING THUNDER BOLT』 に参加したバンドが 
中心になってのイベント（オムニバスに収録され 
た THE CHAMPION の企画)が、8月29日（日）に姫路 
の MUSH ROOM にて行われた。（なお、他のページで 
Interview の読めるバンドについては、コメント 
は簡潔なものになっておりますので、 Interview 
と併せて御覧下さい） 

一番手の姫路の BAD PRESIDENT は、70’ S PUNK を 
基調にした Oi バンド。スピードに頼らないため、 

—聴しただけではノリは伝わりにくいバンドだが 
昨年10月に見た時よりもかなり成長している。メ 
ンバーは、サウンドの細部へのこだわりも聴いて 
欲しいとの事。 

姬路を代表する Hardcore バンドだった DISTURB 
の元 Bass が Guitar/Vocal で、同じ姫路の怖の Drum 
が参加している三人組•コドクノドクは、 Junk や 
Impro などを取り入れた Hardcore サウンドで、メンバーの嗜好が良く反映されている。プ 
ログレ系等にも興味があるが、基本的には Hardcore がやりたいそうだ。 

岡山の Skinhead バンド • LIFE ALIVE は、 Vocal と Drum が脱退するため現メンバーでのラ 
イブはこの日で最後との事。この日のライブはメンバー自身納得出来なかった様子だが、 
Mid テンポで Heavy な彼らなりの Skinhead サウンドの魅力は、良く出ていたと思う。9月か 
らの新体制に期待したい。 __ 

VACATION JAP は岡山の著名な Mod 系バンド. PIC0 の元メンバーからなるバンドで、オル 
タナや Guitar Pop を消化した90年代の Rock、 という感じだった。 

続いては姫路の Hardcore バンド•有刺鉄線。結成して1年半で、メンバー全員19才なが 
らしっかりとした演奏(特に Drum) で、 Japanese Hardcore よりの音を聴かせる。これから 
は徐々に色んな要素を取り入れ、他の地方へも進出したいとの事。 

安定した演奏力を見せてくれる横浜の Skinhead バンド. FINAL YOUTH。 この日披露した 
新曲に見られるような新たな境地を開拓し、更なるオリジナリティーを編み出してくれる 
事に期待したい。彼らは年末に7”をリリースする。 

岩国の Skinhead バンド. STRONG CROWD は、 Drum が新しいメンバーに変わっていたが、持 
ち前の Powerful さを活かした Drumming で、彼の加入はバンドにとっても良い方向へ動くこ 
とだろう。地元以外の場所へも、もっと進出して欲しいバンドだ。 

そして、岡山はもとより西日本を代表する Skinhead バンド • CRIKEY CREW の出番になる 
と、客も豪ノリでこの日一番の盛り上がりを見せた。これ以上のコメントは控えさせて頂 

き字ナ 

続いては姫路の TWISTED PUNCHERS。 彼らも exDISTURB のメンバーが中心になって結成さ 
れたバンド。 Vocal の力量には以前から定評があったが、昨年の結成当初から比べると、 
バンド全体が飛躍的な成長を遂げている（特に Guitar)。 

さてトリは、残念なことにこの日をもって解散する姫路の THE CHAMPION の Last Stand 。 

『LIGHTNING THUNDER BOLT』 収録バンドの中でも、ダントツで評価の高かった彼ら。私目 
身、少し感傷的になったが、各メンバーの今後の活動に期待しよう。アンコールもかかり、 
オムニバス CD 収録の“ FIRST OF ALL” で幕を閉じた。 

客入れ時の駐車場の整理から打ち上げの段取りまで、懸命に動いてくれてた THE CHAMPI 
ON 初め姫路のみなさん、お疲れ様でした。 


卿物鼸 

駆％; T 横 

BAD PRESIDENT ( 姫段 )— 
TWISTED PMIC^RS T 姫路） 

VACA^ONJ.A.P ( 岡山） 

SPECIAL GUEST BAND ._ .. 

CRIKEY CREW ( 岡山） 

1999.8 /29 (SUN) 

L 置'/匿己 MOUSE. 

姫路 MUSHROOM 

Open 16:30 Start 17:00 


告！ GUITAR 急募 , 扭方女性 Vo のハードコアやってます。 BEARS や FANDANGO で活動中です。 80’S ハードコア 
(UK/EUR0/US/ 日本 ) が好きな方お願いします。年齢性別は不問です。 [ 詳細は 090-449 卜 1002 まで ] 












TWISTED PUNCHERS 
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FINAL YOUTH 






FINAL YOUTH 


横浜を中心に活動する Skinhead バンド . FINAL 
YOUTH 。 メンバーは Vocal の江良正和、 Guitar の鈴 
木新也、 Bass の沢辺、そして Drum の鷲見華の4人。 

——結成はいっ頃ですか？ 

江良「結成は華さんと前のベースが PUNK バンドを 
やるとかで、知らん内に僕が Vo に決まってました 
(笑)シン(鈴木)はどうやったん？」 

鈴木「何か居酒屋で呑んでる時にそういう話にな 
って、そん時は酔っ払った勢いの冗談だと思って 
卜ら 、気がついたら本当にスタジオに入って練習 
してました。ただ、江良はその場にいなかったの 
で勝手に Vo にしてええんかいな？とは思^、ました 
が(笑)」 

華「仕事が一緒だったんで声を掛けました、とい 
うか強引に引っ張ったらしい(笑)」 

江良「僕はやるんなら SKINHEADS バンドがやりたか 
ったんで、僕がバンドを乗っ取って（笑)今のスタ 
イルにみんなを引きずり込みました」 

鈴木「引きずり込まれました(笑)」 

江良「初めて LIVE したんは97年7月です、横浜の 
FAD で。結成は確か95年の11月くらいやったと思 
うんですけど、みんな素人で、最初は演奏出来る 
状態やなかったので、 LIVE は遅くなりました」 

華「最初は練習回数も少なかったし、ひどかった 

鈴木「ホント結成した当時は終わってました(笑)。 
その時に比べたら今は多少は良くなったかなとは 

田っブ■幸す I 

江良「今のラインナップになったんは、前のベー 
スが抜けたいっちゅう時にお客と して LIVE に来て 
くれよった沢辺クンに『誰かベース紹介してしれ 
へん？』て聞いたら、俺ベース出来るよって返事 
が返ってきたので、それじやあよろしくお願いし 
ますっちゅうことで現在に至ります」 

沢辺「そういえば私が加入してもう一年以上にな 
るんですね〜」 

——影響を受けたバンド/好きなバンドは？ 

江良「影響を受けたバンドは、海外では™ blood , 
SKREW DRIVER, PETER&THE TEST TUBE BABIES 等 
ホンマ色々です。国内外問わず色んなバンドに影 
響を受けましたね、ジャンルに関係なく。でも海 
外のバンドよりは国内のバンド. GRUESOME や CRI- 
KEY CREW の影響の方がはるかに大きいです。あっ！ 
ほんで気になるバンドなんですが…それは岩国の 
STRONG CROWD です(笑)。僕も岩国出身で （STRONG 
CROWD の)秋山とは高校の時からのツレで、聴いて 
きたモンがずっと一緒だったんでアイツのギタリ 
ストとしての曲作りはすごい気になります。同じ 
趣味でも Vocal と Guitar では作る曲があ一も違う 
ものかと…とにかく一番気になるバンドですね」 

鈴木「昔は海外の_ ROCK とか聴いてましたが、 
DISCHARGE を聴いてから PUNK にハマっていったか 
な…今好きな のは やっぱり GRUESOME , CRIKEY 
CREW です。凄いバンドだと思います。あとは HARD 
CORE , SKA も好きです」 

華「私も昔は HARD ROCK や METAL が好きでした。今 
もジャンルに関係なく音の厚いバンドには興味が 
あります。 GRUESOME , CRIKEY CREW , SIDE BURNS 
の音には言葉で言い表せないくらレ、感動しました」 
沢辺「影響を受けたバンドは SKREW DRIVER です。 
これはこれからも変わりませんが、今現在好きな 


バンドは、 PR 0 TEX や SEVENTEEN などの70年代後半 
の POWER POP バンドなどです」 

—— LIGHTNING THUNDER BOLT の収録曲を聴いても 
GRUESOME の圧倒的な影響は否めませんが、メンバ 
一はどう考えておられますか？また今後、どのよ 
うにオリジナリティを出していきたいですか？ 

江良「 . きっい質問ですね〜(笑)。確かに grue ¬ 

some っぽいねって良く 言われます。 光栄でもあり、 
悩みでもあるんですが…。僕としては GRUESOME を 
意識して曲作りしとる訳やないんですが、やっぱ 
り憧れのバンドなんで影響はデカいと思います。 
でも狙っとる訳やないし自然に出来てしまうんで、 
今のスタイルを無理して変える気はないし、自分 
のやってる事を否定したくはないです。今はある 
意味 GRUESOME という壁にぶつかっている状態かも 
知れませんが、これからじっくりオリジナリティ 
を確立していきたいですね。泣きのメロティとい 
うよりは切なさや哀愁を感じさせる音を出してい 
きたいです、胸を締め付け *3 れるような感し（笑)。 
オリジナリティ について CRIKEY CREW のヒロキさ 
んと良く話すんですが、どんなジャンルでも格好 
良ければアリと思うんですよ僕は。極端な話、演 
歌であれアニメソングであれ…それを上手いこと 
消化して ROCK 的にアプローチ出来れば 0 K だと思う 
し。時間は掛かるかも知れませんが、ジャンルに 
捕らわれないクオリティの高い音を作れるよう頑 
張ります」 

華「自分のドラムのレベルとしてはまだまだ完璧 
なものになってないというか…。憧れのバンドの 
曲を参考に自分なりのアレンジでリズムを作って 
いたので、影響は音に出ていると思います。私の 
考えでは、オリジナリティニ演奏力の向上だと思 
っているので、これから試行錯誤して叩き方のレ 
パートリーを広げていきたいです。」 

鈴木「自分としては、 GRUESOME は大好きなバンド 
なんで嬉しい事なのですが、ちよっと言われ過き 
かなっと感じてます。あまり意識してるつもりは 
ないので…。まあ今は成長段階で、これからどう 
なっていくかははっきりまだ見えてませんが、今 
後は少しずつでも FINAL YOUTH 色が出せていけれ 
ばいいなと思います。そのためにも、もっともっ 
と練習しないと…。」 

沢辺「ボーカルスタイルは似てるかなと思います 
が…私個人としては、オリジナリティの打ち出し 
方として、ベースの音を極限まで重くする事に心 
掛けている点です」 

江良「オリジナリティの確立という事については、 
メンバーそれぞれが努力してるので、長い目で見 
ててもらえると有難いです」 











THE CHAMPION 


Strong 

Crolob 


山口県の広島よりに位置する街.岩国は米軍基 
地(死ね!）がある事で有名。そんな岩国で2〜3 
年前から活動している Skinhead バンド . STRONG 
CROWD は、 Vocal / Guitar の秋山、 Bass の有永、そ 
して最近加入した Drum の木阪の3人編成のバンド 
である。 


姫路 MUSH ROOM を拠点に活動する Skinhead バン 
ド • THE CHAMPION は、 Vocal / Guitar の柴田雄一郎、 
Bass の赤松昌則、 Drum の赤松隆志の3人。（当初 
は別に Vocal がおり、4人編成だった） 


——バンドの活動状況を教えて下さい。 

秋山「だいたい月1〜2回のペースで地元の ROCK 
BAR 666でやっています。ジャンルにこだわらず 
いろいろな地元のバンド達と共演しているんです 
が、2ケ月に一回くらい、地元の SKA バンド THE 
LITTLE ELEPHANT と一緒に 『FIGHT FOR TOMORROW 』 
という企画ライブをやっています」 

——どんなバンドに影響を受けましたか？ 

秋山「やっぱり色々な面で CRIKEY CREW です」 

有永 「CRIKEY CREW ですね」 

木阪 「CRIKEY CREW です」 

秋山「本当に CRIKEY CREW 及び岡山のみなさんにお 
世話になっています」 

— 岩国ってどんな所なのですか？ 

秋山「岩国は自分が思うに情の厚い所だと思いま 
す。名所はやっぱり『錦帯橋』です。あとは『山 
賊』という食べる所なんですが、とても旨いです。 
みなさん一度、岩国に遊びに来て下さい」 

——メンバーが働いている SKIN/PUNK SHOP 『 LEA ¬ 
DERS 』 の紹介をして下さい。 

秋山「バンド T シャツや ORIGINAL ボタンダウンシ 
ャツ、細身の軍パンやスラックス等いろいろ取り 
揃えています。岡山の 『NOISE CHANNEL 』 から仕 
入れています。昼の12:00からやっているので、 
ぜひ一度来てみて下さい」 


—結成のいきさつを教えて下さい。 

「結成は97年です。メンバーは中学校の同級生で 
昔から良く遊んでて 、 PUNK ROCK をみんなで良く 
聴いてました。それで『バンド始めるからどう？』 
という感じです。最初の音は、今とそんなに変わ 
らないです。ギター：オーバードライブだけ、ベ 
-ス：生音、ドラム：スネア張リ気味。シンプル 
と言うより、何も知らないから（笑)」 

— どんなバンドに影響を受けて、現在のような 
音になったのですか？ 

「影響を受けたのは、60, 70, 80, 90年代の ROCK 
です。基本的にオールジャンルです 。 THE WHO , 

THE JAM , SHAM 69, COCK SPARRER , OASIS …言い 
出したらキリがないですけど。音的にはどうして 
も、クリアーなジャリジャリ惑が欲しくてたまん 
ないですね。やっぱりそういうのに影響を受けた 
ので」 

—残念なことに解散されるとか…。 

「解散の理由は、音楽を見つめ直すというか、今 
のままでは何も生まれないと判断したためです。 

各メンバーは皆、それぞれ目標を持って動き出し 
ています。今後もやっていきます 。 ROCK BAND が 
好きだから」 









1997 年に岐阜で結成された Skinhead バンド。こ 
れまでのリリースは、，99年4月に BRONZE FIST か 
ら VA “LIGHTNING THUNDER BOLT ” CD 、 そして’ 99 
年 7 月に ANSWER からの名古屋 Punk / Hardcore オム 
ニバス （ 2枚組 LP ) にそれぞれ一曲ずつ参加。 

一 今年5/3〜5/5迄の LIGHTNING THUNDER B - 
0 LT 発売記念 LI VE はいかがでしたか？ 

CHUSAKUr とにかく男くさかった。多くの同志たち 
と出会えて、本当に中身の濃い3日間だった」 
MICHI 0「3 日間すごく楽しくて短かった」 
NAKAMURAr みんなで力を合わせて、一つの事に取 
リ組む素晴らしさを、今まで以上に深く実感しま 
した。見に来てくれた人達や、一緒に回った仲間 
たちに感謝しています」 

一 今、活動中のバンドで気になるバンドはいま 
すか？ 

全員「多過ぎて言い切れません」 

——影響を受けたのはどんなバンドですか？ 

全員 「COCKNEY REJECTS , COCK SPARRER , THE JAM , 
RED ALERT , THE OPPRESSED , THE BUSINESS , THE 
BOYS , STIFF LITTLE FINGERS …」 

―曲は主に誰が作っているのですか？ 
NAKAMURAr 僕がメロディーを考え、スタジオに持 
ち込み、みんなで編曲します」 

—今後の予定は？ 

全員「来年の頭頃には、念願の単独作品 ( CD ) をリ 
リースする予定です。乞う御期待」 




HARD CORE 


そのテンションの高い Live パフオーマンス、特 
にはっきりと日本語詞が聞き取れる Vocal には定 
評のある TWISTED PUNCHERS 。 姫路を代表する Hard 
core バンド. DISTURB の元 Vocal で、現在は Bass を 
弹く Y 0 SUKE に聞いた。 

—— Japanese Hardcore よりだった DISTURB から、 
現在のような音に変わったのは何故ですか？ 

「 Japanese Hardcore も好きだけど、もっと ROCK 色 
の強いメロディアスな Hardcore をしたいな一って 
ずっと思っていて、それを DISTURB でするのは多 
々無理があって、じゃあ別のバンドを作ろうって 
いうことで始めました。元々、結構 G . B . H とか好 
きやから、あんなのがいいな一と思ってたら、全 
然違うけどまぁ、今は今の音で結構 0 K かなって」 
— Y 0 SUKE 君から他のメンバーを紹介して下さい。 
「Vocal YOKO 、 Guitar TSUTSUI 、 Bass YUSUKE 、 

Drum MITCHAN です。僕以外は別のバンドやってい 
て、そこに加入するに当たって、曲と名前を変え 
た感じです」 

—今後の予定は？ 

「11〜12月頃、11曲入りの Album が DISCRETE RECO ¬ 
RDS から出ます。 あと2000年1月には神戸と姬路 
のバンドを集めたオムニバスが出ます。また、来 
年の春にはツアーを予定しています。そして12月 
11日には姫路の MUSH ROOM で、関東 • 九州などの 
バンド10バンドでライブをします」 
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转戶％中央运装?1%}卜-「。今 


大阪の VIBRATIONS は、前身バンドを母体に1997 
年の夏に結成された 。 JAPANESE HARD CORE よりの 
サウンドでありながら、見ているものを楽しませ 
かつ熱くさせるステージングには定評がある。こ 
れまで 「OVERTURN CONDITIONjTAPE をリリースし、 
MCR COMPANY の VA 「 極東列島中核戦士」 CD に一曲参 
加。 Vo の小林と Dr の塩飽（しわく）に聞いた。 

(8/22 BEARS にて） 

—自分たちの音を一言で言い表すと？ 

小林 「LOVE SONG 」 

塩飽「生活そのものですね。日常生活の喜怒哀楽」 
——影響を受けたバンドは？ 

小林「俺は LOS CRUD 0 S と D .0. A 」 

塩飽「生まれてから見たもの聴いたもの全てに影 
響されてます。特にこれというのはないですね。 
それは曲作りに関しても」 

— LIVE の方はかなり精力的ですが、今後のリリ 
ース予定は？ 

小林「全然決まってないけど、 TAPE / RECORD / CD 問 
わず自分たちの気に入ったバンドとカップリング 
で出したいなと思ってます」 

塩飽「（リリースに関しては)高崎君次第(笑)。ま 
あカップリングについては同じ PUNK / HARDCORE で 
も俺らと全然違う感じで認識されてるタイプのバ 
ンドと出したいですね j 
—寂後に一 m 

塩飽「何せ言葉に出来へん個人個人のこだわリっ 
ていう部分もある訳やけど、これからも （ vibrat ¬ 
ions は) ふく らんでいくもんやから。今は今の vi ¬ 
brations を見て欲しいですね」 

小林「楽しく頑張りましょう J 




窃九州は福岡に UNITED BOYS というトリオの Skinhead バンドがいるらしい。4ビート/8ビート中心で音の方は強いて昔 
えば CONDEMNED 84 /COMBAT 84に初期 BUSINESS が加わった感じだとか。 

切 Skinheads VA ^LIGHTNING THUNDER BOLT』 は、 Sold Out 問近なので、 入手したい方は下記の レコード屋に問い合わせて 
見て下さい。 -SLASH CITY RECORDS (札幌)， DISK NOTE (仙台)， BASE (東京)，ドロップスレコード(千葉）ボーザ ー ライン(捍 
岡）， エジソン 酬 （刪） etc ...。 * フ^!ハ 惟 

》CRIKEY CREW は、録音を重ねていたアルバム用の音源を一度全てボツにし、再び録リ直している模様。来年6月頃リリ 
—ス予定だそうです。期待して待とう。 

©最近バンド内で腕相撲が流行っている GRUESOME では、挑戦者及び腕相撲が強くなれる方法を教えてくれる人を探してい 
る。彼らは来年春にマキシ CD をリリースするため、年明けまで録音に入るそうだ。ちなみに Bass の M 0 RITA はウエートトレ 
一ニングにも凝っていて、以前 58 Kg だった体重を 72 Kg に増やした、との事。 

畚神戸の JOHN H0LMEZ から、 2000 年 1 月 9 日 BAYSIDE JEMY での LIVE を最後に、 SY0G0 が脱退するとの事。（※太 FANZINE は 
作ってる人がぐうたらで、いつ出るか分からないため、速効性が必要なライプ予定などの情報は掲載しない方針ですが、 
今回のみ例外としました） 

侖かつて 80 年代後半に EGG PLANT を中心に活動した骨太なサウンドの PUNK/BEAT 系バンドで、当時の Oi / Skinhead バンドと 
の共演も多かった、大阪の THE INDEX が再結成し、 BEARS にて LIVE を行った、との事。今後の予定などは現時 占では 不明 だ 
が、音は MIXTURE よりになっている、との情報アリ。 

e この間、日本橋の奇異奇へ LIVE を見に行く途中、車で信号待ちしてたら、追突された。加害者はホモのカップルだっ广- 
才カマに才カマされた、とは是れ如何に。 

逢かつて HARDCORE バンド . C .0. S . A の中心メンバーで、自身でレーベルを運営するなどシーン盛り上げに一役買ってい广- 
高松の MASUDA 氏が、現在やっているバンド. EFFIGY は、まもなく 4曲入12”をリリースする。98年12月の X ， MAS イブ(笑^こ 
BEARS に来たが、凝った構成ながらノリで一気に聴かせる音作りで、新鮮さ+円熟味を窺わせた。特に後期の DISCHARGE め 
AXEGRINDER 等が好きな人は必聴！ 

今回、表紙の素晴らしいイラストを手掛けてくれたのは、岩国のシュウヘイ画伯だ！是非とも次号もお願いしますで 
彼が所属する SKA バンド -THE LITTLE ELEPHANT は、地元の666を中心に活動中。（最近も岩国駅前では演奏してるのか& “ 
早く音源を出して下さい。 

色 札幌の THE BOLLOCKS と共に、 EUROPE ツアーの計画がある滋賀の THE DICK SPIKIE では、やる気のある Bassist を募集中 
詳しく は 0775-21-5748 DR.LTD まで。 

多大阪では希有な PURE PSYCHOBILY バンド. SPIDERZ は、先頃 『ULTRA SPIDERZ ATTACK 』 CD をリリースし六- SKA ナンバー 
もありの秀逸な仕上がり。リリースは BLUE STONE RECORDS より。 

3大阪で古くから存在する、 PUNK / HARDCORE 系バンドが頻繁に出られるハコと言えば BEARS と FANDANGO だが、やはり現在も 
近隣からの苦情に頭を痛めている、との事。かつて90年代初頭のほんの一時期ではあったが、大阪ではキツめのライブが 
完全に不可能だった時期もあっただけに、ライブに足を運ぶ人は、最低限のマナーは守りましょう。 












mi 


BRONZE FIST RECORDS 傘下 『 SHOT & SHOUT 』 より、 
滋賀の若手 PUNK BAND の Split 7” が発売された。 
収録されている DEFECTIVE FORCE と RADICAL UP は、 
共に各々の個性が良く出た仕上がりになっており、 
今後の彼らの活動の弾みにもなると思われる。以 
下、①結成はいつ頃ですか？②今回の Split はど 
ういった内容ですか？（持ち曲の中でどういう位 
置の曲を選んだか etc ) ③主に影響を受けたバンド 
は？…という質問事項を中心に、彼らが真摯に答 
えてくれたので、お読み下さい。 

RADICAL UP 「 結成は昨年の春頃で、現在のメンバ 
一になったのは今年の3,4月頃やったと思いま 
す。もともと Skinheads や UK Oi Punk などを良く 
聴いていました。自分達のバンドも『あんな風に』 
という感じだったんですけど、最近また少しずつ、 
聴く音も出す音も変わってきたかなと思います。 
影響を受けたバンドは、自分達がカッコイイと思 
ったバンドすベてだから、たくさんあり過ぎて例 
を挙げるのは大変です。今回の Split EP について 
は、まあ昔から仲の良かった Defective Force と 
の参加という事で、すごく楽しみにしていました。 
売れる売れないは別として、こういった形で音源 
を出せることにうれしく思っています。最後に一 
言、自分達もお客さんも、みんなが楽しめる GIG 
をやって行きたいです。地元でも地方でも、その 
事を心^掛けて行こうと思っています。興味のある 
方、ぜひ会場に足を運んで下さい。 TAKASAKI くん、 
関係者のみなさん 、 Very very thanks !」 


DEFECTIVE FORCEr 結成は’ 97 年の秋頃です。もと 
もと友達同志でバンドをやろうという軽い気持ち 
で始めました。今の Bass はオリジナルメンバーで 
はなく、昨年の秋頃に迎えました。僕達は1曲1 
曲に全ての愛情を注ぎこんでいるので、今回の2 
曲はどれくらいの位置にあるとかは、考えた事は 
ありません。簡単に言うと、いい意味でどれでも 
いいのです。一切妥協のない僕達の味が出ている 
と思います。主に影響を受けたバンドは 、 UK 80’ 

S Noise core 〜 Scandinavian Hardcore 全般です。 
でも日本にも素晴らしいバンドはたくさんいると 
思うので、いい部分をいい風に吸収していきたい 
と思います。このレコードに関して、僕達をサボ 
一卜してくれたみんなに感謝します。別件ですが、 
滋賀にてシリーズ GIG を企画するに当たって、出 
演バンドを募集します(反暴力、反差別者に限り 
ます ）。 Noise core . Crust , Fast core , D - Beat , 
UK,US Hardcore etc …。音源を添えて連絡くれる 
と嬉しいです。また Straight Up Rees から出る V . 

A にも参加を予定しています。良かったら呼んで 
下さい。ありがとうございました」 

RADICAL OP : 

〒523-0888滋賀県近江八幡市孫平治町 1-9 カワべオサム 
DBFKCTIVB FORCE : 

亍 521-1123 滋賀県彦根市肥田町 915-29 シマダツバサ 






9/ 6(月）大阪 BEARS(CLASH DOGS , JOHNNY BOYS , 
JACK THE RIPPER , THE FUTURES ) 

平日にも関わらず、 50 人以上の動員があったこ 
の日のトップは THE FUTURES 。 ツボをわきまえた 
Guitar の Freaky なリフがサウンドにメリハリをつ 
ける要になっており、その上をややハイトーンの 
Vocal が転げ回る、と表現すればよいのだろうか。 
(歌詞は日本語だそうです）演奏テクも文句ナジで 
early 80 ’S US Punk / Hardcore の影響が多分にう 
かがえる、切れ味鋭い独自のサウンドは、今後大 
いに注目されるだろう。（個人的には岡山の IDOL 
PUNCH や解散した京都の ONE SIZE FITS ALL との共 
通項を少しだけ感じた）300枚限定の 7” EP は即 GET 
すべし。他に数枚の VA に参加している。既に完成 
されたバンドなのかも知れない。 

大阪の JACK THE RIPPER は early 80’ S UK Punk / 
Hardcore よりのバンド。数ケ月前に同じ BEARS で 
見た時よりも演奏力/ステージング共に良くなっ 
ており、今後に期待十分。 Spikey / Mohawk なルッ 
クスも Punk バンドとしての アピール 性十分で、男 
前の Vocal の Throat が更に逞しくなる事に期待し 
たい。 Vocal の彼は Favourite バンドとして 、 GBH 
や EXPLOITED を挙げてくれた。 

北海道は旭川から来た JOHNNY BOYS は、いわゆ 
る和製 Punk の流れのバンドかと思っていたが、曲 
の最中に Ska や Reggae っぼいアレンジを取り入れ 
たりと、キャリアが長いだけに一筋縄ではいかな 
いバンドだった。オーソドックスではあるが、真 
摯で前向きな日本語詞を、熱い8ビートに乗せて 
聴かせてくれた。最初はまばらだった ステージ 前 
にも、終盤には客と対バンのメンバーが詰め掛け、 
食い入るように見ていたのが印象的だった。 Str ¬ 
aight Up より単独 CD が出ています。 

さて企画者 CLASH DOGS は、相変わらずハイテン 
シヨンなステージ。トリオになった当初に比べて 
も、 RYUICHI の Vocal はかなり良くなっており、言 
うことなしですな。（本人的にはこの日は声の調 
子がもう一つだったそうです）この日は、 Bass の 
Takuya が怪我のため、 Helper での Live だった。 

この日は各バンドの身内の客も少なくなかった 
とは言え、それぞれのバンドを真剣に見て素直に 
反応しており、 Punk オタクの集まりとは一線を画 
す、良い雰囲気の Punk Gig だった。 
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『 NOW & HERE 』7” 発売記念 tour REPORT 


文：久保雅和 (THE BLAST) 

自分で自分達のバンドのレポートを書くのは照 
れくさい所もありますが、あくまでも自分自身の 
個人的意見が中心なので、御了承下さい。 

6/20大阪 BEARS ( w/EXPLOSION SACK , SRC , 
FUCKIN ’ JUNKIES ) 

ツア-発目。いつもよリ何故か力が入る。レ 

コードがぎりぎり間に合い良かった。 ツアーの一 
発目に EXPLOSION SACK と共演出来て嬉しかった。 
共演が初めての FUCKIN ’ JUNKIES は、前にライブ 
を見た時より少し元気がなかったように思った。 
でも曲はかなり好き。彼らはええ奴らやった。う 
ちのライブは客の反応は良く（半分は奈良の奴)、 
レコードも初めにしては売れた方だと思った。打 
ち上げも アツ トホームな感じでアホ話ばっかり。 

6/29奈良 NEVER LAND 
( w/CRAP HOUSE , CREEP , プランクトンスープ， 
HEAR MY VOICE , GRAND LINEetc ) 

我が地元の奈良 NEVER LAND。NEWYORK HARDCORE 
系の CRAP HOUSE が呼んでくれたイヴェント 。 SKA 
あり NYHC あり UK PUNK ありで、色々な意味で少し 
無理があったかも知れないと感じた。奈良はまだ 
まだ客の方がしっかりついてきていない事を他の 
バンドを見て思う。でもウチのライブの時には、 
そっち系の客もしっかり見てくれたし、いつもの 
連中も大はしやぎ。企画バンド以外の地元のバン 
ドがあまりにも客を呼んでいない事を知り、かな 
リ頭にきた。 MC で「これではシーンは作れない。 
もっと真剣になろう」と呼び掛けた。レコードは 
結構売れた。打ち上げの時に、奈良の NY 系の奴ら 
とまじめな話（シーンやこれからの企画/ライブな 
ど)が出来て、交流がかなり深くなり、良かった 
と思う。 

7/3山口 岩国66 6 ( w/STRONG CROWD , STAND 
AND GLORY , PERSEVERE ) 

岩国まで来たら、 ツアー やと実感しながらも楽 
しい移動。何よりも SKINS の前でライブをやるの 
はこれが初めて。かなり嬉しい。この日、対バン 
をしてくれた広島の PERSEVERE と岩国の STAND AND 
GLORY (共に若い奴ら）は演奏力には欠けるが、ホ 
ンマに熱さの伝わるステージ 。 STRONG CROWD は期 
待通リしっかりと見せ、そして Bass の攻撃的なス 
テージ。かなり良かった。トリでやらしてもらっ 
た俺たちは、反応が気になったが、大大盛り上が 
りでアンコールまで出た。ホンマにかなり嬉しい 
&楽しい LIVE やった。打ち上げも岩国のみんなは 
アツトホームであったかかった。 

IWAKUNI SKINS & PUNKS バンザイ。 


7/4岡山 PEPPER LAND 
( w/CRIKEY CREW , IDOL PUNCH , EXPLOSION SACK , 
BURST , WASTE RATS ) 

俺たち 4 人の大好きな CRIKEY CREW と共演、し 
かもサポートしてもらう事が出来て、本当に嬉し 
い。そして感謝。岡山でライブする事も嬉しいが、 
やはり CRIKEY CREW と、そしてその CRIKEY CREW の 
客の前で出来るのは嬉しい。そんな力の入った感 
じでステージに上がったが、岡山の客は（ええ意 
味で)やたらと見て来る。「昨日とは全然ちゃうや 
ん」正直そう思った。でも終わると大拍手で、め 
ちゃ嬉しかった。2日連続のライブは初めてで、 

声もかなりかすれていたが、レコードが売れたの 
で「次に来る時は100%の声でやりたい」と感じた。 
IDOL PUNCH のライブは Crazy で、北九州の2バン 
ド .WASTE RATS と BURST は、ダサかっこ良かった。 
CRIKEY CREW はさすがで SKINS & PUNKS & オレも大 
暴れ。オレの T シャッ破れた。ホンマにカッコえ 
えし、熱い&渋い 。 CRIKEY CREW に負けんよう奈 
良でも良いシーンを作ろうと、再び思った。打ち 
上げでも片山さん初め CRIKEY CREW のメンバーと 
色々と話が出来て面白かったし、嬉しかった。 



7/11岐阜 9 TH CREW ( w/SEX POT UGLY FACE , 
EXPLOSION SACK , BROADAX ) 

この頃から少し疲れが出てきたが、同行したゴ 
ロー （GRAND LINE ) の ハイテンションで、 4人とも 
元気になっていた。客がかなり少なくちょっと残 
念だったが、関係者がかなり来ており、それが嬉 
しかった。打ち上げの時に FALSE CHARGE や UNITED 






’97 のメンバーと話が出来たのも良かった。 SEX 
POT UGLY FACE の今川君にもらった裏ビデが最高 
のギヤラになった。 



7/18 福井 CALMEN 

(w/RATS IN RATS, DEATH こけし etc) 

ど一なるかと初めは思った CALMEN 。 クーラーが 
ないハコはサウナ。対バンは JAP’S CORE あり初期 
PUNK あり。こ 一 ゆう LIVE は個人的には好き。客も 
まあまあ入り、ウチのライブの時は大暴れ&のり 
のり。 DEATH こけしのライブ パフォーマンス も俺 
は好きやった。打ち上げは CALMEN で飲んで終了。 
後日、ビデオで自分たちのライブを見て 4 人とも 
爆笑。 

7/24 群馬前橋 RATTAN 

(w/ ダイオキシン， BOOTS OF THE RAGetc) 

DJ もおって、ホンマのイヴエント LIVE やった。 
出演バンドも多く、客もかなりおったように思う。 
GAL が多いのがびっくりした（嬉しかった）。初め 
の段取りをやってもらった、 BOOTS OF THE RAG は、 
初期 PUNK の臭いがするもののイメージよりもかな 
リ POP だった。最終的に仕切ってもらったダイオ 
キシンは熱いステージで、特に Bass のりよう君の 
ステージングはかっこ良かった。この日、無理を 
言って出演順をずらしてもらい、迷惑を掛けまし 
たが、ウチのステージの時にも客は前列にかなり 
の人数がいて、嬉しかった。反応も良く、レコー 
ドも今までで一番出た。 T シャツがこの時点で上 
がってないのがくやしい。打ち上げはなく、 ツア 
一中初めて身内だけで飲んだ。 

7/25 東京西萩 WATTS(w/P0G0 MACHINEetc) 
東京は何かうれしい！「来たで一。やるで一」言 
う感じ。気持ちとは反対に自分の声(のど）の調子 
が最悪。いちびって飲み過ぎ&睡眠不足。かなり 
ブルー。出演バンドが多いのは嬉しいが、共演し 
た奴らが他の共演バンドを見ない。全体的に P0G0 
系バンドが多かったが、正直言って Fasion Punk 
に見えた。さみしい&悲しかった。うちの LIVE 中 
も、自分の MC 中に前列のアホがデカい声でごちゃ 
ごちやしゃベリよって、キレかけた。でも P0G0 
MACHINE のメンバーと、（お客さんで来てくれた） 
SPIKEY JOE のしんじん君の熱いもてなしでライブ 
は終わった。（自分の事も含めて）色々と考えさせ 
られたライブだった。そして、今までのライブの 
中で1番くやしいステージやった。 

8/7 新潟 WOODY(w/DERIDEetc) 

一番遠かった&メチャ暑。涼しいイメージで来 
た 4 人共ぐったり。 WOODY に着くなリオレは左足 
を負傷。足を引きずってのライブ。途中どうでも 


よ一なって普段通り動き回った。 DERIDE は 2 月に 
大阪で共演した時よりも数倍渋かった。新潟のバ 
ンドが一つ出られなくなったせいか、客は少し少 
なく感じたが、反応も良く、レコードも結構出た。 
打ち上げでのメシ&日本酒が最高。 

8/8 埼玉浦和 NARCISS(w/THE L.S, VIVISICK, 
PEST, EXTINCT GOVERNMENTetc) 

当日の朝方から、 THE L.S の山ちゃん家に泊め 
てもらった。クーラーのない部屋をありがとう 
(笑)。起きたら汗だく。今回のツアーの中でも、 
かなり楽しみにしていたライブの一つ。ナルシス 
は少し雰囲気も変わり、かなリカツコええと4人 
とも感じ 「NEVER LAND もこんな風にしたいな一」と 
言っていた。久々に EXTINCT GOVERNMENT の Ricky 
さん達と話をして、かなりテンションは高かった。 
PEST の音は、個人的に前よリ ROCK よりになったよ 
うに感じ、以前よりも好きになった。 EXTINCT 
GOVERNMENT は Minoru さん不在(旅行中らしい）の中— 
Help の人を入れてまで共演してもらい、本当に嬉 
しかった。 Ricky さんの熱いステ ー ジングがめち 
ゃカツコ良かった。 THE L.S はこの日で休止する 
らしく（とても残念)、3人とも気合の入った Play 
やった。うちの LIVE の反応も良く、でもレコード 
は何故かあまり出なかった。次の日はみんな仕事 
なので、打ち上げもなく 7時間かけて帰った。か 
なり Heavy。 

8/21 姫路 MUSHROOM(w/TWISTED PUNCHERS, 

SLUDGE, THE BALLAD, THE I-DOLL 他） 

奈良から 2 時間半で着き、前回の WOODY の事を 
思うと、かなり近いと感じた。 MUSH ROOM はかな 
リエエ感じで、客席も広かった。レコ発ちゅう事 
で俺が声を掛けた THE I-DOLL は、一番目ながら熱 
いステージと Vocal の MC が良かった。 THE BALLAD 
は Guitar が一人抜けた事で、 Vocal の K0U さんが 
Guitar を弾きながらの、いつもとは違う感じでの 
Play やった。やや演奏が粗かった（おそらくリハ 
なしやったから）ようにも思えた。うちの LIVE は 
1曲ずつ進むにつれて客が前の方へ寄り、 La St の 
2曲ほどはかなり盛り上がった。レコードはあま 
リ出なかったが、 T シャツは売れた。この日の企 
画をしてくれたトリの TWISTED PUNCHERS は、さす 
が地元だけあって大盛り上がりで、俺も思わずダ 
イブしてしまった。午前3時頃まで打ち上げは続 
き、姫路で THE BLAST の事を良く知っているヤツ 
が多い事には、かなり嬉しかった。 








8/22 大阪 BEARS ( w/CRUSTY Hi CHARGE , CLASH 
DOGS , VIBRATIONS ) 

この 日もかなり楽しみにしていた LIVE の 一つ。 
共演した3バンドがかなリ客を呼んでくれた事も 
手伝って、客はかなり多かった。1番目の CLASH 
DOGS は Bass が Help なのに関わらず、勢いのあるス 
テージ。2番目は俺たちで、ライブ中何故か客は 
引いていたが、しっかりと見ていた様子で、終わ 
った時にはかなりの反応があった。 VIBRATIONS と 
CRUSTY Hi CHARGE は、共に動きのある攻撃的なス 
テージングで、見ている俺までかなり熱くなった。 
この日出た3バンドは元々知り合いでもあり、こ 
れから一緒に良いシーンを作って行こうと俺個人 
的にはかなり思っている。客も入り、レコード& 
T シャツも売れて、 この 日は色々な意味で面白い 
LIVE やった。 

8/28名古屋 HUCK FINN ( w/EXPLOSION SACK , OUT 
OF TOUCH , DEFUSE , FACE IT ) 

「あと 2 つ」ってな感じの土曜でピンのライブは 
最高 。 HUCK FINN は思っていたよりハコが小さく、 
でもエエ雰囲気やった。予定よりかなり押して始 
まった、1番目が FACE IT 。 俺たち4人はかなり 
好きなタイプのバンド。メロディーがあってコー 
ラスもあり、ドラムもかなりしっかりしていた。 
DEFUSE は Vo の熱いステージが印象的 。 EXPLOSION 
SACK は多少のミスは目立つものの、ラスト曲には 
Vocal の Dai が客席に飛び込みエエ感じ 。 OUT OF 
TOUCH は Guitar が都合で不在の中、 Vocal/Guitar 
でのライブ。4人でのライブがスゴく見たくなる 
ステージやった。内藤さんは最高に Punk な Drumm ¬ 
er でした。 トリはウチで、嬉しい事に5バンド中 
1番盛り上がった。途中の1曲で大きめのミスを 
したものの、ラストまで突っ走った。レコード& 

T シャツも売れ、自分なりには満足度の高いライ 
ブだった。その日は THE CRACKS のシュンスケの家 
に泊まり、次の日、名古屋をブラブラ。 

9/5奈良 NEVER LAND “NOTHING COMES OF 
NOTHING ’99 ”『THE BLAST レコ発 TOUR FINAL GIG 』 
( w/CLASH DOGS , VIBRATIONS , EXPLOSION SACK , 
GRAND LINE , THE CRACKS ) 

ついにここまでやって来たという感じ。地元の 
対バンが頑張ってくれたおかげで、動員は120人 
を越えた。1番手の GRAND LINE は、 Vocal のゴロ 
一の力強いステージングと、個性溢れる MC で客を 
引き付けた。 THE CRACKS は10代ながら、地道な活 
動で動員をつけ、この日もかなりの客を呼んでく 
れた。まだまだ演奏面やその他で荒々しさは感じ 
るが、個人的には頑張って欲しいバンドの一つで 
ある。 CLASH DOGS は初 NEVER LAND にも関わらず、 
客が一丸となってコブシを振り挙げていた。 Help 
の JUN 君 (Bass) のステージング、最高。「今日の 
客は、今までの奈良の中で一番熱い&(ええ意味 
で）アホな客やで」と俺たち4人は感じていた。 
EXPLOSION SACK もええ感じで、4人共かなり気合 
の入ったステージ やった。 個人的には Bass と Gui¬ 
tar の両サイドがもっと前へ出たら、 もっと良く 
なると思った。一曲目からラストまで暴れ回しの 
VIBRATIONS 、 メロディー &コーラスの入れ方など、 
ホンマかっこええ。前3人は狂ったように動くが、 
演奏はしっかりしてる。タカシ (Guitar) の動きは、 
最高に PU 皿や。 

トリは俺らで、地元でラストやし、ホンマ楽し 
むつもりでステージに上がった。登場 SE がかかる 
だけで、客(男ばっかり）が騒ぎ出し、かなり驚い 


た。1曲目 「FEND FOR OURSELF 」 から、ムチャクチ 
ャ。いつもなら、前だけ盛り上がっていて、あと 
はみんな見てるだけやのに、今日は違う。前にお 
った40〜50人ぐらいが大合唱&大暴れ。女の子が 
前に来れんようなノリになっていた。ええ感じ。 
途中の MC でも、しっかり言葉に耳を傾けてくれた 
し、ええ反応もあって嬉しかった。最後まで大騷 
ぎで、客も共演者も身内もみんなで楽しんでいる 
ようやった。 LAST にアンコールも出て、レコード 
の A 面に入れた “BARKING BLAST ” をやり 、 『NOW 
& HERE レコ発ツアー』全日程が終了した。満足感 
&終わったという実感で感無量の4人やった。今 
まで、 Demo などホンマ“奈良”を中心にまいて来た 
し、わかって欲しいからこそ、 Demo テープに歌詞 
も付けていた。そんな俺ら4人の気持ちが、「奈 
良の若い客にも少しは伝わってきてるんちゃうか」 
と感じたステージやった。レコード / T シャツも 
軽快に売れ、大満足。こんなに楽しい&嬉しい& 
おもろい LIVE は初めてやった。 LIVE 終了後、客全 
員にあげた THE BLAST ステッカーも、みんな嬉し 
そうに持って帰ってくれているのを見て、かなり 
やって良かったと思った。 

最後に、今回の ツアーでサボー トして頂いたバ 
ンドと共演者•ライブハウス•泊めてくれた人た 
ち•見に来てくれた客•その他関係者のみなさん、 
本当にありがとうございました。ゴロー•セン • 
ムーやん.亀山-中西 (150 km ドライバー）も運転 
と物販をありがとう。そして BRONZE FIST RECOR - 
DS ( SH 0 T & SH 0 UT ) 高崎英希さん、ありがとうござ 
いました。感謝。 








《他の 3 人から一言ずつ》 

『今回のツアーで色々な所でライブをし、いつも違う音でやる事がすごくつらく機材の購入の必要性を真剣に痛感した。色々な対バンの連中を見て、自分達のレ 
ベルの低さも感じた。色んな人と出会い、ライブが出来、楽しかった反面、克服出来なかった演奏力をしっかり身に付けて行きたい』 (ベ—スカズヤ) 
『今回のッア—の大半が初めて行く所で少し不安はあったが、自分たちのライブは出来たと思う。ただ一つ、演奏面と音作り。今まではノリー発でやってきた *V 
分も少しあったが、「それだけやったら、やってる方も見てる方も、ホンマにおもろいと言えへん」と気付くのが遅いかも知れないが、痛感した。音楽をやってい 
るという意識をもっと強く持たんとアカンとも思った。九月五日地元で一番客が入り、盛り上がった事が何よりも嬉しかった』 (ギタ I たもつ) 
『行く所行く所、温かく迎えてくれ、ホンマに嬉しかった。本当に楽しいツアーやった。仲間にもめぐリ逢えたし、また共演したいと思うバンドにも多数あえた。 
しかし、個人的目標にしていた演奏面の克服は、まだ出来ていなかった様に思う。日頃の練習の大切さが身にしみた。もっと演奏面での自言が付けま、！こ楽し 
いのではないかと、次のツアーへの期待もふくらんだ。今回のツア—に協力してくれた全ての人たちに心から感謝してます』 (ドラムひ—たか) 
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どを、 f ファッションで囊 
するパンクロック。歴史と伝統 
S 板 SS こ S た現袋 
な若者文量るのかと S た 
ら、あった。奈良のパンクパン 
ド宾表する rTHEBL A 
ST (ザプストごが、六 
月から行っていた初靈ツア 

11えて学音、本拠地の 

奈良市三条町のライブハウス 

r ネバ1フンド」でツアーの最 

終ステ1ジを迎える。「いろん 

な襲 i があるパンクバンド 
のステージ i てほしい」と、 
1 K で実力をつけてきたパンド 
< H < 阪のパンドち出演するステ 
1ジを i ている。 



ブラストは四年前、別々 
のバンドで活動していたボ 
1カルの久保雅和さん(一-一,0 
とドラムスの田^^隆さん 
(ーー<}、ギターの飯菪さん 


て S い」と義メンバ 
1全 i 薄っている 
ため、！を利用した日程 
で、中国、中部、関東、関 
西地区のライブハウス±一 
会場十四回のステージを計 
画した。 

同じころ、ショット&シ 
ャゥトレ〒ドから初の単 
独シングルレコード 「No 
W&HEREJ を発売。レ 


結成4年、あすツアー 
最終ステージ奈良で 


奈良を拠点に活動するパンクパンド「ザ•ブラスト」のメンバ- 


CC 、 ベ1ス S ' 田中一弥さ 
ん (=& 篾。力強いサウ 

ンドのステ1ジをネパ1ラ 

ン姜阪のラィブハウス 
で1、実力をつけてぎた。 

ツアーはなどから 
遠征し i バンドに奈良 

のサ肀トバン名思われ 
たくない。いろんな選 
人に自分たちのライブを見 


コー基引っ下げ、六月下 
旬から会場の大ぎさや機 
材、来響の反応の違ぅ各 
地のライブハヴスに遠征。 
地元のバンドと競い合い 
「反応のよかった会場が多 
かった」と、自分たちのサ 
ウンドに自信を得て帰って 
きた。 

五日午後六時半から開演 


するツアー最終ライブに 
は、賨の「グランドライ 
ン」•クラックス J エ 
クスプロイジョン•サッ 
ク J 、大阪の「クラッシュ 
ドックス」「バイブレ1シ 
S ン2も出横〇ポーカル 
の久保さんは「パンクは精 
神。レゲエでもラップでも 
演歌でも根はパンクと共通 
する雰があるけど、今ま 
で_楽^^もモヒカンな 
ど過^^ファッションイメ 

1ジでと e > i 会かっ 

たので、決してそれだけで 
はないことをしっかり伝え 
ていきたい」と f 切って 
いる0 

入 i は大人千五百円。 
問い龛せはネバ丄フンド 
SO740T 27158 
40) 、またはブラスト(電 
07431751745 
8) へ。 


株式会社奈良新聞社様の御厚意 
により、 転載 させて頂きました。 















































PopSALiL 

Still fco. 



PROSPECTOR 
-twist & shout 7' e p 
( すでに《 3 済の大阪癸 ， 4 r ，チ -“ 
プバンクバンドのデビ ; I -e p• 

US バフ - ポ 7 プ RUB I NOOS 
のカバ - もゴキゲンな Strax.) 



BUG SNEAKERS 
/JUST A FINE SLOPE 
7 e p SOLD OUT 



VA/POPBALL SHOWCASE 
CD (POP- 0 0 41 
BACON FAT. PROSPECTOR 
BUG SNEAKERS NOT REBOUND. 
JUST A FINE SLOPE GAS 3. 
FUN FUN ATTITUDE MARQUEE S 
SOLO OUT 
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POPBALL RECORDS/ALLSTAR ZINE 

2-5-35-405 momodani, ikunoku. osaka 5 4 4 JAPAN 
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THE FUTURES-SONIC TRASH IN MINIMUM CHAOS T EP ( 自主） 

限定 300 枚は惜し過ぎる！火阪の THE FUTURES の初リリース作 
品。ジャケのセンスも Great ! 80’ S 初期 US PUNK/HARDC0RE が好 
きな人は必聴のバンド。現時点では既に入手が困難であると思 
われるので、現在出ている数枚のオムニバスを Check すること 
をお薦めします。 

GREEN MACHINE-THE EARTH BEATER 〜激震〜 CD(FANDLE FD-CD-01) 
今年 5 月の S.D.S と ROCKY&THE SWEDEN との ツアーを 最後に活 
動を休止 ( 残念 ! ）してしまった金沢の GREEN MACHINE が残したフ 
ルアルバムが本作品。ライブでおなじみだった曲を始め、全編 
において Heavy な Groove が渦巻く作品。音質もクリアで、ライ 
ブの本領が十分に発揮出来てて楽しめる。 

NO SIDE/OUT COLD split 7”EP(DEV0UR 14) 

大阪の NO SIDE とアメリカの OUT COLD のカップリング。残念 
ながら予定されていた両バンドの 99 年 6 月の JAPAN TOUR は、直 
前で OUT COLD のメンバーの親族に不幸があったために実現しな 
かったが、本作では両バンド共、既発表作よりも切れ味の鋭い 
サウンドを聴かせる。各 3 曲入。 

THE LITTLE ELEPHANT/CARNIVAL OF VILLAGE-split CD 
(ENGLAND DRILL CHOP EDC-003) 

山口県岩国で活動する SKA バンド • THE LITTLE ELEPHANT と 
Guitar Pop よりのバンド • C.O. VILLAGE が各一曲ずつ収録。や 
はり注目は THE LITTLE ELEPHANT で、今作では、抜けの良い爽 
やかな SKA Tune を奏でる。少数枚しかプレスされていない。 

BURST-BURST in Here 7”EP (裏町 UR 001S) 

北九州の Hardcore キッズ 4 人による Rock’n'roll Punk ノ《ンド。 
歌詞と写真が満載の見開きダブルジャケット、そして小気味良 
くノリの良いサウンドが楽しめる 6 曲入りアナログ盤。（写真 
に小さく写っている全裸でモヒカンの人は何？）他地方でも精 
力的に活動して欲しいバンド。 



BURST 


r 

BUR^TmHere 


【編集後記】 

まず、発売が当初の予定より大幅に遅れた事を、掲載バンドの皆様方、そして DOLL No . 148を見て通信販 
売申し込んでくれた方々にお詫び申し上げます。どうしても行動範囲が限られるため、掲載されるバンドが 
限定されてしまいますが、もし載っているバンドに興味を持たれたら、ライブを見に行ったり作品を聴かれ 
ることをお薦めします。 

レイアウトに関しては、何せ MAC などというシロモノを持っていないため、全て手作業（ワープロで打った 
原稿を拡大したり縮小したりして方眼紙にぺタッと貼る）で作っているため、お見苦しい箇所が多々あると 
思いますが、カンベンしてね。次号はいつ出るか分かりませんが、その時はよろしくお願いします。 

BRONZE FIST RECORDS 高崎英希 
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BITE THE SYSTEM 



CLASH 1MM;S 
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[BRONZE FIST RECORDS] 

BFR-GOl-€-RIKEY GREW-YOOTH/Mr. K 7 - SOLD OUT ! 
BFR-002 CRIKEY CREW/GRUESOME-DON’T SCREW UP YOUR EYES T 
BFR-003 CLASH DOGS-BITE THE SYSTEM 7，，EP 
BFR-004 THE DICK SPIKIE-1994 7”EP 

BFR-005 CRIKEY CREW/NO SIDE-THE REASON OF ROCK TOUR 7”EP 
BFR-006 V/A-MGHTNI 船 THUNBER BGLT CD SOLD OUT ! 

[SHOT&SHOUT] 

S&S-001 THE BLAST-NOW&HERE 7” 

S&S-002 RADICAL UP/DEFECTIVE FORCE-LAKE SIDE PUNKS 7”EP 



SH0D& 

SffiOfflT 


BRONZE FIST RECORDS 


BRONZE FIST RECORDS : 5-2-104-203, HIGASHI-T0Y0NAKA, TOYONAKA-city, OSAKA, JAPAN 


























EXTREME RECORD STORE 
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は移転しました 。 TEL 078-332-6266 

























